
「宇都宮市新最終処分場（仮称）第２エコパーク施設整備基本計画」概要版 

 

 

１ 策定の目的 

「宇都宮市一般廃棄物処理施設基本構想」（平成２５年３月策定）

に基づき，エコパーク板戸に代わる新最終処分場（以下「（仮称）

第２エコパーク」という。）の整備に向け，施設の規模や配置，環境

保全計画等を定め，計画的な施設整備の推進に資するもの 

 

２ 計画の位置づけ 

（仮称）第２エコパークに係る施設概要等を明らかにした「宇都宮市

一般廃棄物処理施設基本構想」を具体化するための計画 

 

３ 供用開始予定 

平成３１年度～ 

 

４ 建設候補地の状況 

宇都宮市下横倉町地内（富屋地区） 

⇒ 四方を尾根，山林等に囲まれ，緩やかな斜面が広がり，北側には

県道７３号，西側には田川が所在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【建設候補地周辺の状況】 

 

 

１ 施設整備の基本方針 

（仮称）第２エコパークの基本方針は以下のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 埋立計画 

広域ごみ処理を行う宇都宮市と上三川町から発生する一般廃棄物

を対象 

項目 埋立計画 

施設の種類 一般廃棄物最終処分場 

埋立容量 約２９０，０００㎥※ 

埋立予定期間 １５年間 

埋立対象物 焼却灰，固化灰（ばいじん），不燃残さ など 

運搬車両 １０ｔダンプトラック（専用車両） 

車両台数 １日１０台程度 

※ 埋立容量＝１７，３０１㎥（埋立対象物）×１５年 

＋２７，０００㎥（最終覆土，保護土） 

≒２９０，０００㎥ 
 

 

 

 

 

 

 

【最終処分までのフロー】 

 

 

１ 施設配置計画 

南北方向の緩やかな地形を利用して埋立地等を効率的に配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設配置イメージ】 

 

２ 環境保全計画 

周辺環境を保全するために，関係法令等に基づき環境保全計画値を設定 

主な項目 環境保全計画値 関係法令等 

大
気
質 

浮遊粒子状物質 
０．１０㎎／㎥以下（日平均値）かつ 

０．２０㎎／㎥以下（１時間値） 環境基準※１を

適用 
二酸化窒素 

０．０４ppmから０．０６ppm（日平均値） 

までの値，又はそれ以下 

水
質 

田川，雨水， 

候補地内沢 

・ｐＨ※２ ：６．５以上８．５以下 

・ＢＯＤ※３： ２㎎／Ｌ以下 

・ＳＳ※４  ：２５㎎／Ｌ以下(全３６項目) 

環境基準を 

適用 

※１ 環境基準：人の健康や生活環境の保全の上で維持されることが望ましい基準 

 ※２ ｐＨ  ：水素イオン濃度指数 

 ※３ Ｂ Ｏ Ｄ ：生物化学的酸素要求量   水の汚れ具合や濁り具合等を表す指標  

※４ ＳＳ  ：浮遊物質量 

Ｎ 

第１章 計画の概要 第２章 施設整備の基本条件 第３章 施設計画 

 

◆ 環境と共生する施設 

◆ 地域と融和する施設 

収集 

運搬 

［中間処理］ ［最終処分］ 

家庭など 

［排出］ 

クリーンパーク茂原等の 

市の清掃センター 

運搬 

・ 様々な技術や設備を効果的に導入 

・ 埋立地を建物で覆うなどの最新の技術を導入 

・ 市の責任による適正な管理と，透明性の高い施設運営 

 

・ 大気，水，身近な動植物等の生息・生育環境などに配慮 

・ 再生可能エネルギーなどを利活用 

 

・ 周辺地域の景観との調和 

・ 施設の積極的な開放 

Ｎ 

◆ 安全で安心な施設 

（仮称）第２エコパーク 

 

 東北自動車道

 県道７３号
 田川

 御岳山神社

 建設候補地

 御岳山神社

 田川

管理棟 

 浸出水処理施設

 雨水調整池

 取付道路

 県道７３号

 残置森林

 覆土置場

埋立地 

被覆施設 

貯留構造物 

遮水工 

 管理道路

北清掃ｾﾝﾀｰ 

ｴｺﾊﾟｰｸ板戸 
(最終処分場) 

長岡最終処分場 

南清掃ｾﾝﾀｰ 

ｸﾘｰﾝﾊﾟｰｸ茂原 
(清掃ｾﾝﾀｰ) 

ｴｺﾌﾟﾗｾﾝﾀｰ 
下荒針 

(ﾘｻｲｸﾙ施設) 

建設候補地 



３ 施設計画 ４ 搬入ルート計画

 ・ 国の基準や指針等に基づき，適正な施設規模や安全性を考慮した構造等とすることを基本 

 ・ 埋立地は，雨水の浸入や埋立物の飛散等の防止を図り，効果的，効率的な施設とするため，被覆型を採用 

 主な施設名称 規模や構造等 

主
要
施
設 

埋
立
地 

被覆施設 構造 ：全体被覆方式（埋立地全体を建物で覆う方式） 

貯留構造物 
構造 ：土構造 

容量 ：約２９０，０００㎥（１５年間分） 

遮水工 
構造 ：二重の遮水シート，ベントナイト混合土※による遮水 

設備 ：漏水検知システム 

浸出水処理施設 

能力 ：４０㎥／日程度（人工散水により埋立物を計画的に安定化） 

方式 ：凝集沈殿処理，生物処理及び砂ろ過処理による方式 

放流先：公共下水道に放流（川田水再生センター又は河内水再生センター） 

※放流ルート等については今後詳細に調査し選定 

管
理
施
設 

管理棟 
諸室 ：事務室，研修室，見学啓発コーナー等 

設備 ：屋根に太陽光発電設備を設置（事務室・浸出水処理施設等で利用） 

搬入管理施設 設備 ：計量設備等（管理棟と一体で設置） 

環境監視施設 設備 ：モニタリング井戸等 

管理道路 位置 ：埋立地外周等 

関
連
施
設 

雨水調整池 
容量 ：９，０００㎥程度 

放流先：農業用の水路 

取付道路 形式 ：２車線道路 

※ ベントナイト混合土：粘土鉱物（ベントナイト）と砂を混合させたもので，水を吸収し，浸透させにくい土 

 

 

  【（仮称）第２エコパークイメージ】 

市清掃センターから既存の幹線道路を利用し，国道２９３号から県道７３号に入り，施設に搬入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事業手法 

「公設公営」（市が建設し，運転，維持管理を行う） 

   

２ 財政計画 

国の交付金や起債を活用し，一般財源を抑制 

⑴ 循環型社会形成推進交付金 

  ・ 交付対象事業の１/３ 約２１億円 

※交付対象 被覆施設，水処理施設等 

 ⑵ 起債 

  ・ 交付対象事業分  約３７億円 

  ・ 交付対象外事業分 約１２億円 

 

３ 施設整備スケジュール 

平成３１年度の供用開始を目途

 

項目

基本計画

現地調査（測量，地質）

環境影響調査

基本設計，用地測量等

取付道路整備

施設建設

供用開始

平成31年度

実施設計・建設工事

実施設計・建設工事

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

施設整備費 約７８億円 

  

  

  

循環型社会形成推進交付金 約２１億円 

起債 約４９億円 

一般財源 約 ８億円 

※ 用地費，補償費は含まない。 

第４章 事業計画 

 遮水工

 雨水調整池

 被覆施設

 管理棟

 浸出水処理施設

 取付道路

Ｎ 

搬入ルート 

Ｎ 

県道７３号 

（仮称）第２エコパーク 

 覆土置場

 国道１１９号

 国道２９３号

【施設への搬入イメージ】 

【搬入ルート】 

県道７３号 

田川 

 東北自動車道日光宇都宮 
 道路

 宇都宮 IC

 （仮称）第２エコパーク

取付道路 


